
 

 

令和３年度 入札監視委員会（第５回）議事概要 

 
南関東防衛局  

開 催 日 及 び 場 所 
令和４年３月７日（月）１３００～１７３０  
横浜第２合同庁舎 低層棟１階 共用第４会議室 

委      員 
   (◎：委 員 長) 

 天野 康代（弁護士）    梅村 靖弘 （大学教授） 
  田才 晃 （大学院教授） ◎細田 孝一 （大学教授） 
 （敬称略：五十音順） 

審 議 対 象 期 間 令和３年１０月１日 ～ 令和３年１２月３１日 

審 議 対 象 件 数                ３８件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 案 件 総件数      ４件 
 
（審議概要） 
 
 ・ 契約状況、指名停止措置状 
  況及び低入札価格調査等につ 
  いて報告 
 
 ・ 抽出案件の概要説明 

建 
 
設 
 
工 
 
事 

一般競争(政府調達協定対象)                １件 

一般競争(政府調達協定対象外)                  １件 

企 画 競 争 方 式                   ０件 

随 意 契 約 方 式                   ０件 

建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務等                  ２件 

 

 ○委員からの 
  意見・質問 
  
 ○それに対する 
  回答等  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意 見 ・ 質 問 回     答 

 

①板妻(３）管理棟新設電気その
他工事 

 (一般競争入札方式(政府調達
協定対象外)) 

 
 事案概要に整備理由として
「教育人員等の増加に伴い」と
あるが、浄化槽整備の理由は何
か。 
 
 
 
 
  当該事案は複数の工事を実施
するわりに価格は低く、特殊な
工事もないように思われるが、
なぜ１者しか応札しなかったの
か。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 浄化槽を管理する板妻駐屯地の
部隊の教育人員が増えるため、浄
化槽の機能の維持に必要なフロア
ーを設置する管理棟の新設工事を
行うものである。 
 
 
 
  本工事は、複数の工事を実施す
るもので、電気工事では主体とな
るのが発電機本体の機器の設置で
あり、他に機械・建築・土木工事
を行う。 
 仮に、電気工事として発電機の
機器の設置工事のみを行うのであ
れば、数者の応募があったかもし
れないがそれでも工事規模が小さ
いので、敬遠されたのかもしれな
い。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 １回目と２回目の入札で、入
札金額に１千万円の差がある
が、差が出た経緯は。 
 

 

 
 
 １回目の入札時に直接工事費や
共通費に全般的な乖離があり、補
足説明を行ったため、金額を見直
したものと考える。 

 

 

②防大(３)理工学館Ｂ棟新設建
築工事 

 (一般競争入札方式(政府調達
協定対象)) 

 
 課題の設定及び評価方法につ
いてどのように行っているか。 
  
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  本事案については、鉄筋コンク
リート造の建物のため鉄筋コンク
リート造の品質確保及び施工管理
に関する提案を１課題設定した。 
 評価の方法は、５名の評価者で
評価し、最上位と最下位の評価点
を除外した３名の平均点で算出
し、それぞれ有効な提案を２点、
優れている提案を４点、特に優れ
ている提案を６点として、採点し
ている。 
 

 

 

③池子米軍(３)生活支援施設新
設等建築設計 

 (一般競争入札方式(政府調達
協定対象外)) 

 
  入札・契約状況調書を見ると、
辞退した者が２者、無効となっ
た者が２者あるが、理由は何か。 
 
 
 
 
 
 
 
 資料の提出が困難というの
は、どのような状態のことか。 
 
 
 
 
 履行確実性の要素とは何か。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  辞退については、開札前に辞退
を申し入れた又は、入札がなかっ
たためであるが、理由は承知して
いない。           
 無効については、開札後、履行
確実性の評価を行うための追加資
料の提出が困難とのことであった
ため、無効としていたものである。 
 
 
 落札前に業者に履行体制等の確
認するための追加資料を求めるが
業者側としても多数の資料が提出
できないといった場合である。 
 
 
 当該価格による入札の理由、手
持ち業務等の状態、配置予定技術
者の名簿、過去の給与明細の提出
による支払い能力の確認、再委託
については再委託先からの見積書
の提出等を、業者に対し求めてい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。 
 

 

 

④浦郷米軍(３)桟橋(278)消火
設備新設土木その他設計 

 (一般競争入札方式(政府調達
協定対象外)) 

 
  落札業者が単体ではなく、３
者の共同企業体であるが、それ
ぞれどの様な会社か。 
 
 
 
 
 
 ３者の積算の比率を教えてほ
しい。 
 
 
 
 
 なぜ JV で公告したのか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  本業務は、土木設計業務、建築
設計業務、設備設計業務を合わせ
て発注しており、日本工営が土木
のコンサル、中林建築設計事務所
が建築のコンサル、現代空調研究
所が設備のコンサルである。 
 
 
 日本工営（土木業務）が７～８
割、中林建築設計事務所（建築業
務）及び現代空調研究所（設備設
計）が２～３割である。 
 
 
 主体業務が土木のため他の業務
は付随するものとして単体で公告
したが参加業者がなかったため、
２回目の公告で土木コンサル及び
建築・設備コンサルを併せた参加
も可能とするため単体又は共同体
で公告したものである。 

 

委員会による意見の 
具申又は勧告の内容 特に意見なし。  

２． 談合疑義案件の処理状況について 

   談 合 疑 義 案 件 総件数      ０件  

(報告概要) 

 工 
 
事 

 談  合  情  報                   ０件 

 点 検 結 果 疑 義                   ０件 

 
業  談   合   情   報                   ０件 



 
務  点 検 結 果 疑 義                   ０件 

○委員からの意見・質問 
○それに対する回答等 

      意 見・質 問         回     答 

なし。  

委員会による意見の 
具申又は勧告の内容 なし。  

３． 入札結果の事後的・統計的分析結果について 

   審 議 概 要   順位傾向の分析、落札率・応札率の分析、調査項目別の平均落札
率等の分析等を行った資料を委員に配布・報告。 

○委員からの意見・質問 
○それに対する回答等 

      意 見・質 問         回     答 

なし。  

４． 再苦情処理（再説明請求回答） 

 
    令和３年１２月２日付指名停止措置に対する指名停止措置業者からの再苦情申し出につい 
 て、当該工事の入札及び契約の概要、並びに当該再苦情にいたる経緯について説明。         
                    
    （回答） 申し立ては認められない。                        
 
    （理由） 「入札監視委員会設置要綱について（通達）」（防整施（事）第１５２号。２８． 
          ３．３１）第２に基づき、本件に関する入札及び契約に関し審議を行ったところ、   
         法令及び規則上の問題はなかった。 
             その他の事項については、南関東防衛局入札監視委員会の審議対象外である。 
     

 



 
令和３年度 入札監視委員会（第５回）議事概要 

 
             航空自衛隊静浜基地 

開催日及び場所 
令和４年３月７日（月） 
会議方式で実施 

委   員 
（◎：委員長） 

   天野 康代（弁護士）     梅村 靖弘（大学教授） 
   田才 晃（大学院教授） 
 ◎細田 孝一（大学教授）  （敬称略：五十音順） 

審査対象期間  令和２年度 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

審議対象案件 ３ 件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 案 件 総件数   ３   件 
 
（審議概要） 
 
  ① 静浜基地給食業務における、 

調理等を実施してもらう契約 
 
 ② 静浜基地に高圧電力を供給し 

てもらう契約 
 
 ③ 静浜基地に低圧電力を供給し 

てもらう契約 
 

一 般 競 争           ２７ 件 

指 名 競 争   ０ 件 

随 意 契 約 ７７８ 件 

 
 
 ○委員からの 
  意見・質問 
 
 ○それに対する 
  回答等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意 見 ・ 質 問 回    答 

① 給食業務部外委託：一般競
争契約 
 

 
・質問 
 コロナ感染症により、喫食者
数に著しく変化がある場合、契
約金額の変動は考えていますか
           
 
 
 
・質問 
 給食業務部外委託契約につい
ては、立上げ当初より焼津給食
センターが、継続して落札して
いるのですか 
 
 
 
 

 
 
 
 
・回答 
 今のところ、コロナ感染症により
喫食者の大きな変化はない。 
ただし、喫食者数に大きな変動があ
る場合には、要求部署である給食小
隊と検討した上で、必要に応じて変
更契約を実施し対応する。 
 
・回答 
 給食業務については、平成２９年
度頃から実施しているが、令和２年
度までは焼津給食センターと契約を
締結していた。ただし、令和３年度
契約については、３者の入札参加が
あり、(株)ホーユーが落札している
。 
 
 
 



 ② 業務用電力（基地）：一般
競争契約 
 

 
・質問 
 入札参加業者である「ゼロワ
ットパワー(株)」については、
どのような会社か。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・回答 
 ゼロワットパワーは再生可能エネ
ルギーを主に供給している会社であ
り、入札参加資格を有していたので
入札に参加してきたものである。 
  

 ③ 低圧電力（浜石岳無線中継
所）外：随意契約 
 

 
・質問 
 契約までの流れを教えてくだ
さい（どのような業者に見積り
依頼をして、どのような契約方
式による契約であるか） 
 
 
 
  

 
 
 
 
・回答 
 約１０者程度の見積依頼による随
意契約を追求したが、見積書提出業
者がなかったため、中部電力と随意
契約を締結することとなった。今年
度については、高圧電力同様一般競
争契約を追求している。 
 また、来年度契約については基地
ＨＰに契約情報を公開するＯＣ方式
（オープンカウンター方式）による
契約を追求することで、競争性の拡
大に繋げたいと考えている。 
 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 特に意見なし。 

 ２.入札談合案件の処理状況について 

談 合 情 報 件 数 総件数      件  
 

 （審議概要） 

 ・該当案件なし 

 

 

 

 

 

談 合 情 報  件 

点 検 結 果 疑 義  件 

○委員からの意見 

○それに対する回答等 

意 見 ・ 質 問 回    答 

 あり・なし。 
 



委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 あり・なし。 

 

   

 ３.再苦情処理（再説明請求回答） 

苦 情 申 立 件 数 

（再説明請求件数） 
総件数     ０件  

 

 （備考） 

 ・該当案件なし 

 

 

 

 

 

一 般 競 争           ０件 

指 名 競 争 ０件 

随 意 契 約 ０件 

再 苦 情 申 立 概 要 

（再説明請求概要） 

申立日 件   名 契約方式 内容等 

    

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

 なし。  

なし。  

 



令和３年度 入札監視委員会（第５回）議事概要 
 

             航空自衛隊浜松基地 

開催日及び場所 
令和４年３月７日（月） 
会議方式で実施 

委   員 
（◎：委員長） 

   天野 康代（弁護士）     梅村 靖弘（大学教授） 
   田才 晃（大学院教授） 
 ◎細田 孝一（大学教授）  （敬称略：五十音順） 

審査対象期間  令和２年度 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

審議対象案件 ３ 件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 案 件 総件数   ３   件 
 
（審議概要） 
 
① 浜松広報館展示機の移設作業 

に関する部外委託 
 
② 広報館都市ガス需給 

 
③ 高濃度PCB廃棄物（安定器）処 

  分 
 

一 般 競 争          ７６５ 件 

指 名 競 争   ０ 件 

随 意 契 約 １，３１６ 件 

 
 
 ○委員からの 
  意見・質問 
 
 ○それに対する 
  回答等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意 見 ・ 質 問 回    答 

① 浜松広報館展示機の移設作 
業に関する部外委託 
 

・質問 
 搬出する機体は処分するのか
           
 
 
・質問 
（株）JALファシリティーズはど
のような会社か 
 
 
・質問 
（株）トリアド工房はどのよう 

な会社か 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・回答 
 仕様書に「搬出」と記載の機体の
み浜松基地内の格納庫へ搬出し保管
する。 
 
・回答 

飛行機移設・展示等の業務を行っ
ており、航空機に関する知識を有し
ている会社であるが細部は不明。 
 
・回答 

移設作業等を請負う会社であるが
細部は不明。 
 
 
 



 ② 広報館都市ガス需給 
・質問 

ガスではなく、電気で供給で
きないか。 
 
・質問 
 仮にガスの高騰で契約変更す
る場合は仕様書記載のどの部分
で協議を行うか 
 
 
 
 

 
・回答 

広報館の空調機が、ガスを熱源と
する仕様である。 
 
・回答 

 ガス需給契約条項第１０条契約ガ

ス供給量の変更及び契約調整料金の

支払の記載内容によりガス会社と官

側が協議を行うことになる。 

 

 ③ 高濃度PCB廃棄物（安定器）
処分 

・質問 
 PCB廃棄物はどのようなものか 
 
・質問 

安定器が蛍光灯の安定器であ
れば取り外した際の役務に処分
を含めた契約を締結すればもっ
と安価に処分できたのではない
か 
  
・質問 

入札ではなく随意契約にした
理由はなにか 

 
 
・回答 

主に蛍光灯の安定器である。 
 
・回答 

高濃度PCB廃棄物は、法律で排出
側事業者が保管し、指定のPCB処理
事業所と契約し処分することとされ
ている。 
 
 
・回答 

国が指定した処分業者であり、競
争性がないため随意契約とした。 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 特に意見なし。 

 ２.入札談合案件の処理状況について 

談 合 情 報 件 数 総件数      件  
 

 （審議概要） 

 ・該当案件なし 

 

 

 

 

 

談 合 情 報  件 

点 検 結 果 疑 義  件 

○委員からの意見 

○それに対する回答等 

意 見 ・ 質 問 回    答 

 あり・なし。 
 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 あり・なし。 

 

   



 ３.再苦情処理（再説明請求回答） 

苦 情 申 立 件 数 

（再説明請求件数） 
総件数     ０件  

 

 （備考） 

 ・該当案件なし 

 

 

 

 

 

一 般 競 争           ０件 

指 名 競 争 ０件 

随 意 契 約 ０件 

再 苦 情 申 立 概 要 

（再説明請求概要） 

申立日 件   名 契約方式 内容等 

    

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

 なし。  

なし。  

 



 
令和３年度 入札監視委員会（第５回）議事概要 

 
             防衛装備庁陸上装備研究所 

開催日及び場所 
令和４年３月７日（月） 
横浜第２合同庁舎 低層棟１階 共用第４会議室 

委   員 
（◎：委員長） 

   天野 康代（弁護士）     梅村 靖弘（大学教授） 
   田才 晃（大学院教授） 
 ◎細田 孝一（大学教授）  （敬称略：五十音順） 

審査対象期間  令和２年度 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

審議対象案件 ６７３件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 案 件 総件数     ３件 
 
（審議概要） 
 
 ・契約状況について報告 
  ・抽出案件の概要説明 
 
 
 
 
 
 

一 般 競 争           ２件 

指 名 競 争  ０件 

随 意 契 約  １件 

 
 ○委員からの 
  意見・質問 
 
 ○それに対する 
  回答等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意 見 ・ 質 問 回    答 

① 多チャンネル高速広帯域波
形解析装置 
（一般競争入札方式（１者
応札）） 
 

・３年度には何を購入したか。 
          

・１者だけしか見積を取得できな

かったのか。 

 
 
 
 
 
・当初は最低でも２者が応札でき
る想定であったのか。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・コンデンサ等を取得している。 
 
・テクトロニクス社の日本法人があ
るが、要求元に確認したところ、同
社からは見積を取得することができ
なかったことから、最終的に応札の
意思表示のあった日本電計（株）よ
り見積を徴収し、それを基に予定価
格を算定した。 
 
・貴見のとおり。テクトロニクス社
製品を取り扱える正規代理店が都内
だけでも１５社程度確認できたこと
から一般競争入札に付したが、結果
的に１者応札となったものである。 
 
 
 



・１０数社会社があるのに、１者
からしか見積を徴取できなかった
ことについて、何か理由として思
いつくことはあるか。 
 
・製品の性質から、ある程度会社
も限定されるのではないか。代理
店同士の競争というよりも、ある
程度メーカー側が仕切っている面
もあると考えられることから、事
実上１者応札となったのではない
かと思慮する。発注者側には特に
問題があるとは考えていない。 
 
・多チャンネル高速広帯域波形解
析装置と解析ソフトウェアがセッ
トになっていると思うが、輸出規
制にあたるような特殊な物件であ
った場合、一般競争に付しても差
し支えないか。 
 

・新型コロナウィルスの影響で、会
社側が対応の可否を検討した結果、
入札参加を見送った等の要因が考え
られる。 
 
・承知した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・米国での国防に関わるようなもの
である場合、一般的には、エンドユ
ーザー証明に基づき契約を締結して
いるところであるが、本件について
は特殊な物件ではあるものの、それ
に該当するものではない。 

 ② 電気の供給 
（一般競争入札方式（１者
応札）） 
 

・陸上装備研究所のある場所（相
模原市）で、再生可能エネルギー
の導入状況（比率）３０％以上の
応札可能な業者は実際に存在する
のか。 
 
 
・地域としては限定的となるのか
。 
 
 
・再生可能エネルギー業者がどこ
で発電を行っているかは必ずしも
関係なく、託送による送電になる
。託送料金がリーズナブルになれ
ば、どこで発電しようとどこでで
も販売することができるというこ
とが理論的には可能であるが、ま
だ理想的な形にはなっておらず、
さすがに九州から神奈川県まで持
ってくるというのは無理だと思う
が、近県であれば、防衛大臣指示
にある再生可能エネルギーの利用
は不可能ではないと考える。その
ような項目を指示されていること
は非常に評価できる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
・対応可能な業者は存在していたと
考えている。令和３年度分において
は３者が応札、令和４年度分におい
ては２者が応札し、いずれも再生可
能エネルギーの導入比率１００％の
業者が落札をしているところ。 
 
・比較的広範囲な地域への供給が見
られるが、企業により小規模な範囲
となることも考えられる。 
 
・承知した。 
 
 
 
 
 



 ③ 水陸両用車の水上域機動性
能試験用施設の借上等役務
（随意契約方式（１者応募
）） 
 

・資料にある見積状況調書による
と、１回目は予定価格の範囲内に
達せず、２回目で商議決定となっ
ているが、予定価格としては見積
額の調査の中で、若干ズレが生じ
るものであるのか。 
 
 
 
 
 
・ドックは静水の状態であるが、
波が高い状態について造波装置を
用いて試験する予定はあるのか。
その場合、海外での試験もあり得
るのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・契約予定会社から下請けとなる会
社に対し、陸上装備研究所が計画し
ている試験内容を説明し必要となる
器材等の見積を提出してもらい、契
約予定会社が内容を精査した上で、
その調整のために必要となる工数に
見合う経費を積んで最終的に見積書
が提出され、それを基準に実際の試
験実施が可能であり妥当であるとし
て予定価格を作成している。 
 
・今後の予定等について承知してい
ないため確認する。 
※確認結果：今後、模型を使用し造
波装置を有する水槽により試験を行
うことを検討している。 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 特に意見なし。 

 ２.入札談合案件の処理状況について 

談 合 情 報 件 数 総件数     ０件  
 

 （審議概要） 

 ・該当案件なし 

 

 

 

 

 

談 合 情 報 ０件 

点 検 結 果 疑 義 ０件 

○委員からの意見 

○それに対する回答等 

意 見 ・ 質 問 回    答 

 なし。 
 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
 なし。 

 



 ３.再苦情処理（再説明請求回答） 

苦 情 申 立 件 数 

（再説明請求件数） 
総件数     ０件  

 

 （備考） 

 ・該当案件なし 

 

 

 

 

 

一 般 競 争           ０件 

指 名 競 争 ０件 

随 意 契 約 ０件 

再 苦 情 申 立 概 要 

（再説明請求概要） 

申立日 件   名 契約方式 内容等 

    

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

 なし。  

なし。  

 


